
インターネットを活用した情報活用能力の育成
～身近なテーマについての生徒のレポート～

上柴中学校

１ 単 元 名 インターネットで情報をみつけよう（技術・家庭科）

２ 単元の目標

○様々なメディアを通して得られる情報の中からコンピュータを使って目的とする情報を収集す

る。

○身近な事柄をＷｅｂページで検索し、得られた情報の中から正しいと考える情報選択する。

○自分が正しいと思える情報を参考に結果をレポート形式でまとめる。

３ 指導計画・実践の概要

テーマの設定

テーマ について「過去に人類が月にいったのは本当か」

○ 自分がこれまで得られた情報の中から本当に正しい情報を予想する。

情報検索

月に行っていない（いっている）という根拠について検索する。

＜検索キーワードを考える＞

○ 世界中のＷｅｂページを検索する。

情報収集

をはじめとする ﾍﾟｰｼﾞを検索（文字・画像・動画等）を収集保存する。NASA Web

○ 自分が正しいと思える情報の根拠について絞る。

情報発信

得られた情報を基に自分なりの考えをまとめ、プリントアウトする。

情報の共有

他の生徒の考えと自分の考えを交換する。

４ テーマの設定の意図

本校の情報教育の目標に「多様な情報機器を活用した主体的な学習活動の展開」があり、日常の

授業でも目標達成のために、多くの場面でコンピュータを活用している。本テーマに関するＷｅｂ

ページは数千件以上存在し、その情報量は想像を超えるものがあり、世界中でこの件に関して様々

な考えの下に情報発信がされていることを、生徒に気づかせる必要がある。



５ 生徒の発表レポート

６ 成 果

インターネットは様々な情報が手軽に手に入る一方、情報の

中には信憑性の高いものもあれば、全く信用できないものもあ

ることが実際に調べてみてわかったようである。

今回のテーマは世界中で話題にされている問題であり、生徒が興味関心をもって意欲的に情報収

集をし、自分なりの考えをまとめることができた。


